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研究成果の概要（和文）：アマチュア合唱団員とプロ合唱団員は，合唱歌唱の発声をそれぞれどのように捉えて
いるのか。まず、アマチュアとプロ合唱団員に対して質問紙調査を行った。その結果、両合唱団員は，ソロ歌唱
と合唱歌唱それぞれの特質を認識し，両歌唱に適した発声技術で歌唱しようとしていることが明らかになった。
次に、プロ歌手4名に発声を依頼し，合唱歌唱とソロ歌唱で，発声をどのように変化させているのか，歌い方の
違いでどのような音響学的な差異が出るのかを，聞き取り調査と音の可視化装置によって，より客観的に捉える
ことを試みた。その結果、和音発声，旋律発声のいずれでも，4名の合唱歌唱では，音の到来方向が中央に収束
する傾向が確認された。

研究成果の概要（英文）：How would each member of amateur choirs and professional choirs think of 
vocalization in choral singing?  First, questionnaire surveys to all members of the choirs were made
 to resolve the question. Both members understood characteristics of solo singing and choral singing
 and intended to sing with vocalization techniques suitable for both singing forms.  Then, four 
professional singers were asked to sing, and we would like to clarify more objectively by personal 
interviews with them and results of visualization experiments on voice how singers changed 
vocalization in choral singing and solo singing, and how differences in acoustics arose from change 
of vocalization. It was confirmed in choral singing of four singers either choral singing or solo 
singing that propagating directions of sound had an inclination to converge in a central place.

研究分野： 声楽

キーワード： 発声　合唱歌唱　ソロ歌唱　可視化装置　音カメラ　アマチュア合唱団　プロ合唱団　声区転換
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アマチュアとプロの合唱団員に対するアンケート調査等で得られた結果によって、合唱指導とソロ歌唱の特徴が
明確になった。両歌唱の特徴を認識し、発声の技術面で工夫を加えることで，個々の歌い手の音楽表現が広が
り，ソロと合唱の両立が成立し得ること、さらに，指導者が，合唱教育においても発声が理解しやすくなり，合
唱に対する意識の明確化や歌唱力向上にもつながることが期待される。さらに、可視化装置（音カメラ）によっ
て、合唱歌唱の特徴が音響学的に捉えられたことで、これまで録音等で発声の状態を判断する現状から、将来的
に、視覚的に発声の状態を見て判断することができる可能性が示されたといえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
歌唱教育は、主に合唱とソロ（独唱）で成立する。合唱の場合、アマチュア合唱の活動範囲

は学校教育や社会教育の他、さまざまな場に広がっている。一方、プロの歌手による合唱団は、
東京混声合唱団をはじめ、新国立劇場合唱団、二期会合唱団、藤原歌劇団合唱部等が存在し、
テレビ等のマスメディアではフォレスタのような声楽家集団のコーラスグループも登場し、近
年徐々に増加傾向にあるといえる。このように合唱活動への参加や鑑賞する機会が増えている
が、合唱とソロの発声という基本的問題に対する考え方については、未だ様々な見解が示され
ている状況である。声楽指導者、合唱指導者、演奏者等のそれぞれの立場から、様々な見解が
示されてきた。合唱指導者からは、両者の発声が同じであるという意見と、異なるものである
という両方の意見がある。また、ソロの歌手からは、合唱になると歌いにくいという意見が多
く聞かれ、合唱を敬遠するソロ歌手やソロの学習者も少なくない。他方、合唱の演奏者からは、
ソロのような声量で歌われると調和が取りにくく一緒には歌い辛いといった意見もある。両者
は、「歌う」という同じ行為を行うわけであるが、合唱とソロという形態が異なる歌唱のために、
発声にも何らかの影響を与え、そのために、滑らかに発声するという最も重要な点で立場の異
なる歌い手により受け取り方が異なるという問題が生じるのではないかと考えた。 

 
２． 研究の目的 
合唱とソロという歌唱形態の違いは、歌い手の発声面に何らかの影響を与えると考えられる。

この歌唱形態の違いに起因する発声に生じる問題点を明確にし、解決に導くために、合唱団員
のアンケートによる意識調査および音声の可視化装置（音カメラ）を用いた音響学的分析によ
り、ソロ歌唱と合唱歌唱の実態を意識と科学的側面から明らかにする。さらに、検討結果をも
とに、異なる歌唱形態においても、のびやかな歌唱で、咽喉に負担のない響きのある良い声を
導くために、両歌唱のどのような点に留意する必要があるかを検討する。 

 
３． 研究の方法 
(1) 合唱の歌い方とソロの歌い方や発声の相違点について、音声生理学者、医師、声楽家、合

唱歌手、合唱指揮者、音楽科教員、音響関係の技術専門家等へのインタビュー調査、およ
び国内外の文献等により研究を進める。 

(2) 合唱経験者、ソロ経験者をそれぞれ組み合わせたヴォーカルアンサンブルの演奏を実施し、
その演奏に対して、音楽経験者 100 名による聴取実験を行う。さらに、ヴォーカルアンサ
ンブル演奏者を対象とした質問紙調査（演奏前）、インタビュー調査（演奏後）も行う。
以上の結果から、それぞれの発声の相違点、問題点を分析し検討する。 

(3) アマチュア合唱団員 38 団体 516 名（男 83 名、女 433 名）とプロ合唱団員 4 団体 48 名（男
16 名、女 32 名）、合唱指揮者 13 名（男 8 名 女 5 名）に対するアンケート調査と聞き取
り調査を実施し、合唱歌唱とソロ歌唱の特徴を明らかにする。 

(4) プロの声楽家の発声の音の可視化装置による分析実験を行い、声の音響分析と音楽専門家
の評価、被験者への聞き取り調査によって、ソロの発声で声の転換区の特徴と発声状況と
の関りを明らかにする。 

(5) プロの合唱団員を対象にした、音の可視化装置による無響室でのソロと合唱の歌唱実験と
聞き取り調査を行い、合唱発声とソロ発声を視覚的に捉え比較し、両発声の類似性と相違
性を明らかにする。 

(6) 研究者自身の指導による女声合唱団のコンサートの指揮、自身の声楽ソロの演奏発表等を
通して、研究成果の実証を行う。 

付記：本研究で行った可視化装置（音カメラ）による実験は、岡山大学と株式会社熊谷組技術
研究所との共同研究で実施されたものである。音カメラは、中部電力、熊谷組などが開発した
音の映像化装置で、カメラと 5 つのマイクもつ。カメラから取り込んだ画像上に、音の発生源・
音源の周波数特性・音圧レベルを表示する。 
 
４． 研究成果 
(1) 合唱とソロの両活動を経験することの重要性を指摘 

合唱とソロでは、それぞれの歌唱形態で歌った場合、発声上の差異を生じると感じる歌
い手が存在するのはなぜだろうか。合唱経験者 3 名、ソロ経験者 3 名、両経験者 3 名をそ
れぞれ組み合わせたヴォーカルアンサンブル 10 組の演奏を実施し、演奏者を対象とした質
問紙調査とその演奏に対する聴取実験を行った。その結果、以下の点が明らかになった。
①ソロ経験者の歌声は、ビブラートや響き、声量等の個性が強いため、美しいアンサンブ
ルを作り上げることが難しい。②合唱経験者は、他声部を聴く力はあるが、一人ひとりの
歌声は声量や発音などの歌唱技術の点で物足りない部分が有り、アンサンブルになると音
楽表現にも弱点が見られる。③ソロ＋合唱の両経験者は、合唱とソロそれぞれに適した発
声に切り替えて歌うことができるため、アンサンブルに最も適している。④ソロ経験者と
合唱経験者は、「ビブラートのかけ方」「アンサンブルの合わせ方」の意識に差異が見られ
る。 

(2) ソロと合唱の発声の特徴の認識と合唱歌唱の発声の十分な理解 
合唱活動に参加しているアマチュア合唱団員とプロ合唱団員は、合唱歌唱の発声をそれ



ぞれどのように捉えているのか。この疑問を明らかにするために、それぞれの合唱団員、
合唱指揮者に対して質問紙調査を行った。その結果、両合唱団員は、発声の基礎は同じと
した上で、ソロ歌唱と合唱歌唱それぞれの特質を認識し、両歌唱に適した発声技術で歌唱
しようとしていることが明らかになった。また、歌唱形態やプロ・アマチュアの別に関わ
らず、声の響きを重要と捉えていることも明らかになった。歌い手は、合唱歌唱とソロ歌
唱の特徴を認識した上で、合唱歌唱に必要な発声技術をいかに向上させていくかが演奏表
現の高度化にとって重要である。これらの発声技術の向上によって、個々の歌い手の音楽
表現が広がり、ソロと合唱の両立が成立し得ると考える。さらに、指導者がソロと合唱の
歌唱技術の相違を認識し、合唱指導にソロ歌唱の特徴を取り入れる等、工夫を加えること
で、幅広い年代にわたる合唱初心者はもちろん合唱熟練者に対する合唱教育においても発
声が理解しやすくなり、合唱に対する意識の明確化や歌唱力向上にもつながると期待され
る。 

(3) 歌唱の声区転換領域での発声状態の可視化 
歌唱の際、声楽初学者や小中学生が声区転換領域の発声理解に困難を憶えている現状に

対して、母音発声の録音および可視化を利用する方法が有効ではないかと考え、そのため
の基礎研究を行った。まず、基礎となる音声として、プロ歌手の声区転換領域の母音発声
を株式会社熊谷組技術研究所の外部雑音を遮断した無響室で行い、その音声を録音し、
同時に可視化した。録音された音声を音楽専門家 3 名に評価してもらい、その結果に歌手
に対して行ったヒアリング調査の結果を反映させ、さらに、発声時の可視化情報を総合し
て、声区転換前後での発声を評価すると、発声評価に変化が見られることが確認された。
その結果は、以下のようにまとめることができた。①声区転換の可視化情報によって、胸
声区と頭声区の違いを確認できた。②胸声区から頭声区の転換によって、発声の聴取評価
が上昇した。③プロ歌手は、胸声と頭声の声区転換領域の発声について、頭声への意識を
もち、響きの増幅や身体の開放に留意している。これらの結果により、発声の録音情報と
可視化情報から、声区転換領域での発声状態を理解できる可能性を示した。 

(4) 合唱歌唱とソロ歌唱の発声状態の可視化 
合唱歌唱とソロ歌唱が音響学的にどのよ

うに違いを生じるのかを検証するために、
プロ歌手 4 名に依頼して、ソロ歌唱と合唱
歌唱を無響室で実験を実施し、歌唱可視化
装置（音カメラ）を用いて両者を比較分析
し、また、歌手への聞き取り調査も行った。
その結果、大きな特徴として、和音発声、
旋律発声のいずれでも、4 名の合唱歌唱で
は、音の到来方向が中央に収束する傾向が
確認された（図１）。すなわち、合唱歌唱の
特徴を視覚的にと捉えることができたとい
える。また、合唱歌唱では声紋がソロ歌唱
より明確になり、音量については、合唱歌
唱ではソロ歌唱より低下傾向にあることが
計測され、聞き取り調査で明らかになった
歌手の意識が歌唱に反映されていることが
実測により確認された。歌手への聞き取り
調査と音の可視化装置の結果を総合するこ
とにより、両歌唱の発声をより客観的に捉
えることができた。 

(5) 新しい歌唱指導法、合唱指導法の可能性 
音声の状態を確認する場合、音声を録音

して再生すること方法が一般的である。音
の可視化装置（音カメラ）は、今後の歌唱評価に有効に利用される可能性を示した。通常
の合唱練習では、合唱指導者が音声を聴いて、また録音等でその状態を把握し、合唱の良
し悪しを判断する。しかし、本研究で使用した音の可視化装置では、音声の信号によって、
合唱歌唱の状態が診断できることが示された。これは、将来、合唱指導の補助としての役
割を担える可能性を示唆するものである。 
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